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別紙様式3 (課程博士 •論文博士共用）
論 文 内 容 要 旨
X整理番号 遽 ，扇 (ふりがな） （よしたてつや）4 4 3 氏 名 吉 田 哲 也
学位論文題目 Superoxide dismutase 2 expression can predict prognosis of renal cell carcinoma (SOD2発現は腎癌の予後を予測しうる）
【目的】腎癌は泌尿器癌の中で最も死亡率の高い悪性腫瘍で発症率も増 
加傾向にある。局所腎癌においては腎全摘術が根治的加療となりうるが、 
転移性腎癌においては VEGFR (vascular endothelial growth factor 
receptor)を標的とした TKI (tyrosine kinase inhibitor)などが治療に 





の質が高く、S0D2 (Superoxide dismutase 2)の発現が高いことを報告し 
た （Sci Rep 2016) 〇本研究では、独 立 cohort集団に於いて免疫組織染 
色学的に腎癌組織のS0D2の高発現が腎癌の予後と相関するかどうかを検 
討した。
【方法】く 患 者 背 景 〉1999年から 2015年までに滋賀医科大学附属病院にて 
治療を行った腎癌患者97症 例 （RNA-seQ.解析症例とは独立のcohort)を 
対象とした。年齢中央値62歳、男 /女：77/20例、病理組織診断はclear 
cell/non-clear cell: 76/21例、pStage は pTl/2/3/4 • 68/4/19/6 例、 





し て S0D2がより強度の発現を示すhigh SOD2、同等もしくは低発現の 
low SOD2の二群に分類した。免疫組織染色の評価は臨床情報を知り得な 
い異なる2 人の病理医により行った。




別紙様式3 の2 (課程博士 •論文博士共用)
(続紙）
【結果】High S0D2 26例、lowS0D2 71例であった。High S0D2は low 
S O D 2に比し生存期間が短く予後不良であった。 (log-rank test, p = 
0. 005)。転移性腎癌症例に於けるhigh S0D2は特に予後不良であり（同， 
P = 0.001)、Cox多変量解析に於いても最大リスク因子であった（HR = 
5. 20, p -0. 034) 〇分子標的療法適用症例においてもhigh SOD2は有意に 


















ドリアSOD2標的 biganide drug repositioningが必要と考える。
別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
整理番号 443 氏 名 吉田哲也
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が高いという申請者グループの先行研究を基に、9 7 例の腎癌組織においてS0D2の免疫染 
色を行い、正常近位尿細管をコントロールとした腎癌組織の発現強度と予後との関係を検
討し、以下の点を明らかにした。
1) 9 7 例の腎癌患者において、種々の臨床的ならびに病理学指標と予後の単変量解析で 
は、T 3 以上、病理グレード 3 以上、全摘、診断時の転移の存在、分子標的薬投与、お 
よびS0D2の強発現が予後不良因子であったが、多変量解析では、診断時の転移の存在、
および S0D2の強発現のみが予後不良因子であった。
2) 2 7 例の診断時に転移がみられた症例群においても、S 0D 2の強発現が予後不良因子で
あった。
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